
千葉港千葉中央地区複合一貫輸送ターミナル整備事業

■RORO船諸元

総トン数 7,756～8,558Ｇ/Ｔ

自動車積載台数 乗用250台、トレーラーシャーシ100台

総トン数 12,000Ｇ/Ｔ級

自動車積載台数 乗用250台、トレーラーシャーシ160台

（現状）

（将来）

■RORO船定期航路

○ 千葉中央地区において、コンテナ貨物や完成自動車、RORO貨物の取り扱いが増加しており、貨物混在、
ヤード不足、船舶大型化等の課題に対応するため、千葉中央地区の埠頭再編が計画されている。

○ 令和2年度から貨物需要の増大に伴う内航RORO船の大型化に対応するとともに、大規模地震に対する耐震
性能を有する複合一貫輸送ターミナルを整備する。

整備施設：岸壁(水深9m)※耐震 延長：220m
泊地（水深9m）、防波堤140m、埠頭用地

整備期間：令和2年度～令和6年度
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